
平成16年

葉　月
は づ き

平成16年

葉　月
は づ き

夏祭りの宵（鷹巣神社例大祭で）夏祭りの宵（鷹巣神社例大祭で）



　広報たかのす　16．8．1  2　広報たかのす　16．8．13

綴子神社祭典

カメラスケッチ綴子神社祭典

カメラスケッチ

●子どもたちも行列に参加

●境内では奴踊りを次々と披露

●伝統を受け継ぐ子ども奴にも盛んな拍手
　が送られました

●湯立ての神事では
　平年作との御託宣

●奴踊りや獅子踊りを仕切る
　露払い太夫

●ヤツパリを先頭に大名出陣行列が行われる

●親から子に、子から孫に、古老から若者にと伝えられる獅子踊り
●大大、大、中、小太鼓の一勢の大音響は雷鳴のごとく天地四方に響きわたる

●押えの槍のひょうきんな
　動きに周囲から笑い

と
ど
ろ

　
　
　
　
　
　

東
北
地
方
で
は

　
　
　
　
　

最
も
古
い
八
幡
宮

　
　
　
　
　

と
し
て
知
ら
れ
る

綴
子
神
社（
武
内
朋
子
宮
司
）の

例
大
祭（
綴
子
大
太
鼓
祭
り
）が
、

７
月
14
日
、
15
日
の
両
日
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
名
出
陣
行
列
で
は
ヤ
ツ
パ

リ
を
先
頭
に
雷
鳴
に
も
似
た
大

音
響
を
八
里
四
方
に
轟
か
せ
な

が
ら
地
区
内
を
行
進
、
境
内
で

は
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、

勇
壮
な
獅
子
踊
り
や
、
13
種
類

も
あ
る
奴
踊
り
が
次
々
と
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

終
盤
に
は
伝
統
を
受
け
継
ぐ

子
ど
も
奴
に
も
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
今
年
の
豊
凶
を
占
う
湯
立

て
の
神
事
で
は
、
「
平
年
作
」
と
の

御
託
宣
が
あ
り
ま
し
た
。　
　

ご

た
く

せ
ん

おさ やり
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）
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15
日（
木
）

７
月
１
日
付
け
人
事
異
動
及
び
昇
格
者
へ
辞
令
を
交
付
。

第
７
回
鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
協
議
会
に
出
席
。

鷹
巣
町
交
通
安
全
母
の
会
総
会
に
出
席
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
地
区
集
会
へ
出
席
。
「
犯
罪

の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
や
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の

た
め
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
た
。

鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
組
合
管
理
者
会
議
に
出
席
。

北
都
銀
行
鷹
巣
支
店
長
歓
送
迎
会
に
出
席
。

ひ
ま
わ
り
の
家
「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
に
出
席
。

新
市
名
称
名
付
親
大
賞
贈
呈
式
に
出
席
。
名
付
親
大
賞

受
賞
者
に
「
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
賞
金

は
有
効
に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
自

信
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
た
。

鷹
巣
町
商
工
会
理
事
会
に
出
席
。

第
９
回
県
道
揚
ノ
下
岩
脇
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総

会
に
出
席
。

鷹
巣
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
定
例
総
会
に
出
席
。

鷹
巣
町
議
会
全
員
協
議
会
に
出
席
。

第
３
回
「
広
域
消
防
体
制
の
整
備
」
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
会
に
出
席
。

第
11
回
四
町
長
会
談
に
出
席
。

県
議
会
商
工
労
働
委
員
会
所
管
事
項
調
査
で
歓
迎
の
挨

拶
。

公
立
合
川
高
等
学
校
組
合
管
理
者
会
議
・
７
月
定
例
会

に
出
席
。

第８回鷹巣阿仁地域合併協議会

合併期日は平成１７年３月２２日
　

７
月
16
日
、
合
川
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
、
第
８
回
鷹
巣
阿
仁
地
域

合
併
協
議
会
が
開
か
れ
、
合
併
の
期
日

を
平
成
17
年
３
月
22
日
と
す
る
こ
と
が

決
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
庁
舎
を

建
設
す
る
場
合
の
候
補
地
に
つ
い
て
、

鷹
巣
阿
仁
地
域
３
病
院
が
統
合
し
て
建

設
す
る
新
病
院
も
含
め
「
あ
き
た
北
空

港
の
南
側
で
、
３
町
（
鷹
巣
町
、
合
川

町
、
森
吉
町
）
が
交
わ
る
エ
リ
ア
」
と

４
町
長
統
一
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
協
議
案
件
は
水
道
事
業
の

取
扱
い
や
納
税
関
係
、
電
算
シ
ス
テ
ム

事
業
と
今
ま
で
で
最
も
多
い
14
件
。

　

町
名
、
字
名
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

同
一
の
大
字
及
び
町
名
が
存
在
し
な
い

こ
と
か
ら
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き

継
ぎ
、
鷹
巣
・
合
川
・
森
吉
・
阿
仁
の

名
称
は
使
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
一
部
の
委
員
か
ら
「
法
的
に
問

題
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
旧
町
名
を
残

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
が「
旧
町
意
識
が
出
か
ね
な
い
」

と
の
意
見
が
大
半
を
占
め
、
現
在
の
町

名
は
残
さ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
合

併
の
期
日
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
３

月
22
日
と
事
務
局
か
ら
具
体
的
な
日
付

が
提
示
さ
れ
、
委
員
か
ら
「
事
務
的
に

間
に
合
う
期
日
な
の
か
」
と
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
「
３
月
ま
で
に
知
事
が

総
務
大
臣
に
届
け
出
を
し
、
国
の
許
可

を
得
て
新
市
が
誕
生
す
る
に
は
12
月
県

議
会
で
決
議
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
事
務
局
が
説
明
。
ま
た
第
10
回

協
議
会
を
予
定
す
る
「
８
月
24
日
ま
で

に
、
協
議
事
項
が
全
て
決
ま
れ
ば
間
に

合
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
案
に
つ
い
て

は
、
合
併
か
ら
10
年
間
の
新
市
財
政
計

画
に
対
し
、
委
員
か
ら
「
も
っ
と
精
査

し
た
数
字
を
提
示
し
て
ほ
し
い
」
と
要

望
さ
れ
た
。
合
併
特
例
債
は
１
２
２
億

円
を
見
込
ん
で
お
り
、
主
な
事
業
は
庁

舎
建
設（
25
〜
26
年
）と
病
院
統
合
（
18

〜
21
年
）
に
各
20
億
円
。
消
防
署
再
編

に
13
億
円
を
予
定
し
て
い
る
と
説
明
し

ま
し
た
。

　

次
回
は
８
月
６
日
鷹
阿
広
域
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

新市まちづくり計画案などを協議した第８回法定協
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７
月
10
日
、
恒
例
と
な
っ
た
花
火
大
会
が
米
代
川

河
川
敷
公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
訪

れ
た
多
く
の
観
衆
が
、
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、
割
り
物
花

火
、
仕
掛
花
火
な
ど
お
よ
そ
５
千
発
の
花
火
の
饗
宴

に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

鷹
巣
町
の
花
火
大
会
は
、
町
観
光
協
会
（
織
山
盛

二
会
長
）
が
主
催
し
、
平
成
２
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
こ
れ
ま
で
で

最
高
の
人
出
と
な
り
ま
し
た
。　

　

た
だ
、
花
火
の
美
し
さ
と
は
裏
腹
に
、
観
客
席
に

残
っ
た
ゴ
ミ
の
多
さ
に
も
た
め
息
が
出
た
今
年
の
大

会
で
し
た
。

　

７
月
12
日
、
第
31
回
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時

交
流
日
本
派
遣
団
員
と
し
て
、
ド
イ
ツ
に
派
遣
（
７

月
20
日
〜
８
月
11
日
）
さ
れ
る
鷹
巣
ス
キ
ー
レ
ー
シ

ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
成
田
恵
さ
ん
（
今
泉
在
住

・
大
館
桂
高
校
３
年
）
が
岸
部
町
長
へ
派
遣
の
あ
い

さ
つ
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

派
遣
期
間
は
23
日
間
。
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手

と
の
交
流
や
施
設
見
学
、
ま
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

岸
部
町
長
は
「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
し
っ
か
り
研
修

し
て
き
て
下
さ
い
。
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

成
田
さ
ん
ド
イ
ツ
に
派
遣

五
千
発
の
花
火
夜
空
を
彩
る

日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
日
本
派
遣
団
員

若
者
パ
ワ
ー
で
活
気
を
!!

終日、若者パワーでみなぎった商店街

あいさつに訪れた成田さん(中央)

　

『
鷹
巣
に
汗
と
涙
と
活
力
を
！
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
７
月
10
日
、
鷹
巣
農
林
高
校
（
大
塚
三

男
校
長
）
主
催
の
大
綱
引
き
大
会
が
駅
前
・
銀
座
通

り
商
店
街
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
綱
引
き
大
会
は
、
商
店
街
の
活
性
化
に
協
力

し
よ
う
と
、
生
徒
た
ち
が
自
ら
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
、
今
年
で
４
回
目
の
開
催
。

　

大
会
で
は
、
商
店
街
の
飲
食
店
か
ら
提
供
さ
れ
た

料
理
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
早
食
い
す
る
競
技
な
ど
ユ
ニ

ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
商
店
街
の
振
興
に
一

役
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

鷹
農
が
目
抜
き
通
り
で
大
綱
引
き
大
会

フィナーレでは高野尻のマトビも華やかさに一役

き
ょ
う
え
ん



　

こ
の
ほ
ど
秋
田
市
の
県
立
美
術
館
で
開
か
れ
た
秋
田
県
高
等
学
校

写
真
連
盟
主
催
の
第
24
回
秋
田
県
高
等
学
校
写
真
連
盟
展
で
、
鷹
巣

農
林
高
校
３
年
の
藤
島
彩
さ
ん
の
作
品
「
学
舎
（
ま
な
び
や
）
の
恩

師
」
が
特
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

藤
島
さ
ん
は
「
フ
ィ
ル
ム
を
４
本
使
用
し
４
本
目
の
最
後
の
１
枚

で
こ
の
よ
う
な
写
真
が
撮
れ
た
。
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
先

生
、
そ
れ
に
撮
影
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
部
員
の
協
力
の
お
か
げ
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
校
で
は
６
名
の
部
員
が
入
選
、
ま
た
学
校
対
抗
（
団
体
）

の
部
で
も
２
位
に
入
る
な
ど
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

広
報
で
は
、
２
回
に
わ
た
り
入
選
し
た
み
な
さ
ん
の
感
性
あ
ふ
れ

る
作
品
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「黒の射手」小畑卓生（農業科学科２年）

「過疎の村」伊藤 聖（環境土木科２年）

秋
田
県
高
校
写
真
連
盟
展
・
団
体
で
も
２
位

　　　岸部町長に受賞を報告する藤島さんら

あやまなびやしょう

と お い

「学舎の恩師」藤島 彩（農業科３年）

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

鷹
農
の
藤
島
さ
ん
が
特
賞
を
受
賞
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　米代児童公園は、昭和41年に開設されて以来、子どもたちの遊び
場や町民みんなの憩いの場として親しまれて来ました。

　町では、イメージを一新し、さらに親しまれる公園にするために、
子育て支援ワーキングからの要望などを受けて、５月から全面的な

改修工事を行って来ましたが、このほど工事が終わり、７月23日、
子どもたちや、老人クラブなどの利用者代表を交えてオープニング

セレモニーを行いました。
　改修の主な点は、ジョギングコースの設置や車イスでも入れるよ

うな入り口の改善、東屋（あずまや）の設置などで、バリアフリー
に配慮した、開放的な公園に生まれ変わりました。

　なお、芝生広場だけは、まだ芝生がしっかり根付いていないため、
８月いっぱいは利用できませんので、ご協力をお願いいたします。

リニューアル

■宇宙をイメージした広がりのある公園に■
■車イスでも入れる開放的な公園に■

【主な改修点】
○閉鎖的だったフェンス（北側をのぞく３面）を撤去し
　開放的にしました
○１周170mの円形のジョギングコースを設置
○車イスでも入れる入り口を設置
○駐輪場を設置
○成田直衛翁の胸像を公園を見渡せる場所に移動
○ブランコ、スベリ台などの遊具を更新しました
　
　なお、自転車・二輪車の乗り入れ、ペットの入園は禁
止されていますのでご理解をお願いします。

　大地震などの災害時には、避難場所としても指定されています。なお旧
町内の避難施設としては、中央公民館、公民館分館、地域福祉センター、
鷹巣小学校、広域交流センターが指定されています。

■災害時は避難場所になります～児童公園～■

　岸部町長ほか利用者代表などでテープ
カットを行いました。

　明治天皇行在所の解体材を利用した東
屋。明治の香り漂うレトロな建物です。

米 代 児 童 公 園オープン!!

米 代 児 童 公 園

公園全景
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前
号
に
引
き
続
き
、
昭
和
元
年
に
発
行
さ
れ
た
小
冊
子
「
新

し
き
北
秋
」
か
ら
大
正
期
の
鷹
巣
町
の
姿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
旧
七
座
村
の
部
分
で
す
。
七
座
村
は
昭
和
の
合
併
前

ま
で
は
、
現
在
二
ツ
井
町
と
な
っ
て
い
る
小
繋
、
麻
生
、
下
田

平
の
三
つ
の
集
落
も
行
政
区
域
に
含
ま
れ
、
き
み
ま
ち
阪
は
北

秋
地
域
の
観
光
地
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

新
・
た
か
の
す
の
昔
っ
こ
〈
大
正
期　

旧
七
座
村
編
〉

　

７
月
25
日
に
行
わ
れ
た
鷹
巣
神
社
の
例
大

祭
で
、
し
ば
ら
く
絶
え
て
い
た
「
お
御
輿
（
み

こ
し
）
」
が
復
活
、
若
勢
に
よ
る
威
勢
の
よ

い
掛
け
声
が
目
抜
き
通
り
に
響
き
ま
し
た
。

　

御
輿
の
巡
行
は
、
町
村
合
併
を
控
え
鷹
巣

町
の
う
ち
に
み
こ
し
を
復
活
さ
せ
た
い
と
鷹

巣
町
商
工
会
青
年
部
（
藤
島
鉄
也
部
長
）
が

Ｊ
Ａ
青
年
部
、
技
能
組
合
な
ど
の
町
内
青
年

有
志
に
呼
び
か
け
、
34
年
ぶ
り
に
実
現
し
た

も
の
で
す
。

　

鷹
巣
神
社
の
御
輿
が
担
が
れ
た
の
は
、
戦

後
の
昭
和
22
、
23
年
頃
が
最
初
。
そ
の
後
一

時
期
絶
え
た
も
の
の
、
昭
和
43
年
か
ら
３
年

間
、
鷹
巣
青
年
会
を
中
心
と
し
て
学
生
な
ど

も
参
加
し
、
百
人
余
り
の
担
ぎ
手
で
南
鷹
巣

を
含
め
旧
町
一
円
を
く
ま
な
く
巡
回
し
た
そ

う
で
す
。

　

し
か
し
そ
の
後
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
数
年
間

巡
回
し
て
い
た
も
の
の
、
担
が
れ
る
こ
と
は

な
く
な
り
、
お
蔵
入
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

御
輿
は
か
な
り
の
重
量
が
あ
る
た
め
（
約

三
百
キ
ロ
）
、
相
当
数
の
担
ぎ
手
が
必
要
で

す
が
、
今
回
は
あ
ま
り
人
数
を
確
保
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
文
字
通
り
「
肩
に
負
担
」
が

か
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

商
工
青
年
部
で
は
、
継
続
を
目
標
に
来
年

は
よ
り
多
く
の
担
ぎ
手
の
参
加
を
呼
び
か
け
、

お
祭
り
を
盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
よ

う
で
す
。　

　

「
鷹
巣
駅
を
発
し
て
西
に
走
る
奥

羽
本
線
に
平
行
し
な
が
ら
隣
郡
荷
上

場
村
に
入
る
米
代
川
、
羽
州
街
道
は

い
ず
れ
も
本
村
を
過
ぎ
て
尽
き
、
県

北
第
一
の
奇
勝
た
る　

后
坂
を
以
て

山
本
郡
と
の
境
を
な
し
て
い
る
。

　

今
泉
、
前
山
、
黒
沢
、
前
山
黒
沢
、

下
田
平
、
小
繋
、
麻
生
の
七
部
落
よ

り
成
り
今
泉
は
役
場
の
所
在
地
で
あ

る
。
（
中
略
）

　

本
村
の
産
業
と
し
て
見
る
べ
き
も

の
は
殆
ど
な
く
米
産
額
の
外
に
は
産

繭
額
わ
ず
か
に
一
万
六
千
円
を
産
す

る
の
み
に
し
て
、
農
業
は
自
給
自
足

に
足
る
と
雖
も
往
々
干
害
に
遭
い
て

減
収
を
み
る
は
寔
に
寒
心
す
べ
き
で

あ
る
が
、
十
四
年
の
田
作
の
如
き
は

全
く
枯
死
に
近
き
も
の
約
四
十
町
歩

に
及
ん
で
い
る
。

　

鷹
巣
、
二
ツ
井
間
は
七
哩
余
に
上

る
の
で
屡
々
本
村
今
泉
は
そ
の
中
間

に
位
置
す
る
故
を
以
て
新
駅
を
設
置

す
る
の
議
が
起
り
、
鉄
道
当
局
に
於

て
も
調
査
を
行
え
る
こ
と
が
あ
り
、

村
当
局
よ
り
も
物
産
其
他
の
要
項
を

具
申
せ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
将
来
必

ず
や
今
泉
駅
の
実
現
を
見
る
は
決
し

て
難
き
こ
と
で
は
な
く
、
阿
仁
鉄
道

の
分
岐
に
は
寧
ろ
比
の
地
点
を
択
ぶ

べ
し
と
の
説
を
主
張
す
る
も
の
さ
え

あ
る
。

　

小
学
校
は
七
座
（
前
山
）
、
天
神

（
麻
生
）
、
黒
沢
の
三
校
に
し
て
何

れ
も
尋
常
科
の
設
置
の
み
で
あ
る
。

　

天
神
学
校
は
七
座
山
下
に
あ
り
て

七
座
神
社
の
霊
域
に
近
く
に
、
毎
夏

北
秋
田
郡
中
堅
青
年
養
成
講
習
会
の

会
場
に
充
て
ら
て
れ
い
る
。

　

県
北
第
一
の
奇
勝
と
し
て
聞
こ
ゆ

る　

后
坂
と
翠
緑
に
滴
る
七
座
の
霊

山
と
本
郡
唯
一
の
県
社
七
座
神
社
と

は
い
ず
れ
も
劣
ら
ぬ
本
郡
の
誇
り
得

る
も
の
の
一
つ
に
数
え
挙
ぐ
べ
き
名

所
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
中
略
）
」

　

昭
和
30
年
、
七
座
村
は
沢
口
、
栄
、
坊

沢
、
鷹
巣
と
合
併
し
て
新
鷹
巣
町
と
な
り

ま
し
た
。
（
そ
の
後
31
年
に
は
綴
子
、
七

日
市
が
合
併
）

　

し
か
し
、
小
繋
、
麻
生
、
下
田
平
の
三

集
落
は
、
地
理
的
に
二
ツ
井
町
に
近
い
こ

と
か
ら
二
ツ
井
町
と
の
合
併
を
望
む
声
が

強
く
、
30
年
７
月
に
行
わ
れ
た
住
民
投
票

の
結
果
、
賛
成
が
三
分
の
二
を
超
え
、
鷹

巣
町
を
離
れ
て
二
ツ
井
町
に
編
入
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

〈
※
訳
注
〉

【
注
１　
　

后
坂
】

　

も
と
は
郭
公
坂
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
明

治
14
年
の
明
治
天
皇
の
東
北
御
巡
幸
の
際
、

新
道
が
開
設
さ
れ
、
こ
の
地
で
天
皇
が
皇
后

の
便
り
を
受
け
た
こ
と
か
ら
後
に
こ
う
名
付

け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

【
注
２　

今
泉
駅
】

　

七
座
地
区
で
は
、
昭
和
４
年
に
設
置
さ
れ

た
前
山
信
号
場
が
昭
和
26
年
に
駅
と
し
て
昇

格
し
た
（
そ
の
後
、
昭
和
47
年
に
無
人
駅
と

な
っ
た
）
。

　およそ80年前と現在の七座山付近（小繋）。
ここまでが七座村だった。この附近の米代
川は通称「一里渡」と呼ばれた交通の難所で、
明治14年、明治天皇巡行できみまち阪にト
ンネルができるまでは小繋・荷上場間の渡
し船が藩政紀以来の主要な交通機関だった。

こ

昭和44年7月25日、鷹巣神社前で記念撮影（鷹巣青年会） 34年ぶりに復活した鷹巣神社のみこし担ぎ

に
あ
げ

げ

だ

ひ

ら

こ
つ
な
ぎ

ほ
と
ん

さ
ん

け
ん

い
え
ど
も

か
ん
が
い

ま
こ
と

あ

マ
イ
ル

し
ば
し
ば

ゆ
え

も
っ

※
注
２

か
た

む
し

こ

え
ら

い
ず

じ
ん
じ
ょ
う
か

お
い

そ
の
た

ご
と

あ

あ

き
み
ま
ち
ざ
か

き
み
ま
ち
ざ
か

か
っ
こ
う
ざ
か

す
い
り
ょ
く

し
た
た
る

ち
ょ
う
ぶ

あ
そ
う

ば

※
注
１　

き
み
ま
ち
ざ
かこの冊子の巻頭を飾った七座山附近の景観

ほぼ同方向から撮影した現在の七座山附近

きみまち阪

七座山
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◎お問い合わせ
　鷹巣町保健センター 　 ６２－６６６６

妊 婦 の 方

平成14年２～４月生まれのお子さんのいる方

平成16年４月生まれのお子さんのいる方

８月４日（水）全血
10：00～11：30

12：00～13：00

14：00～15：00

15：30～16：30

大館能代空港ターミナルビル

ジ ー エ ム ジ ャ パ ン

ハローワークたかのす

鷹巣阿仁広域消防本部

平成16年１・２月生まれのお子さんのいる方

予防接種（ツベルクリン反応・ＢＣＧ）

◎母子健康手帳交付とマタニティ講座①

日時　９日（月）・23日（月）

　　　受付　午後13：00～13：10

◎マタニティ講座③

日時　27日（金）　18：30～20：30

対象　10～12月出産予定の方及び家族の方

持参　母子健康手帳、テキスト、筆記用具

申し込み　20日（金）まで

◎２歳児歯科健康診査

日時　10日（火）　受付　12：30～12：40

持参　母子健康手帳・アンケート票

　　　歯ブラシ・おしぼり

日時　ツベルクリン反応　25日（水）
　　　ＢＣＧ　　　　　　27日（金）

受付　13：00～13：20

対象年齢　生後３カ月～48カ月

持参　母子健康手帳・予診票

◎７カ月児育児相談

日時　31日（火）　受付　９：15～９：30

持参　母子健康手帳・アンケート票

　　　バスタオル・コップ

　　　ビデオ（借りている方のみ）

●４カ月児健康診査

日時　31日（火）　受付　12：50～13：00

持参　母子健康手帳・アンケート票

　　　バスタオル

日時　６日（金）　10：00～11：30

内容　「音楽であそぼう」 

持参　参加費３００円、飲み物等必要なもの

<お問い合わせ>もろびこども園　62－3444

日時　20日（金）　10：00～11：30

内容　ビデオ鑑賞会

　　　　「子どもの声に耳をすませて」

※虐待防止ビデオです。

キ ッ ズ パ ー ク （子育てサークル）

（  　　）

◎定例健康相談（保健センター）
　日　程　４日（水）
　時　間　午前９:00～11:30  
　内　容　健康相談、血圧測定、尿検査等

◎いきいき健康相談（鷹巣町訪問看護ステーション）

　日　程　毎週火金 午前9:30～12:00

　　　　　　　　 　午後1:00～0 4:00

　内　容　健康相談・血圧測定など

祝日は
休みです

●日時　９月３日（金）　10：00～12：00

●場所　鷹巣町中央公民館

●相談内容　歩行補助杖、車いす、義手、義足などの購入を

　　　　　　考えている方、状態をみてもらいたい方の医師

　　　　　　の診断、身体障害者手帳交付や変更のための医

　　　　　　師の診断を行います。

●その他　　相談は無料です。

◎お問い合わせ

　　　　　　　　　福祉保健サービス課　　 　６２－１１１１

身体障害者巡回相談（義肢・肢体）開催身体障害者巡回相談（義肢・肢体）開催

●日　時　９月12日（日）　受付８：30　

●講習時間　９：00～17：00

●講習内容　「上級救命講習」

　・成人、小児、乳児、新生児に対する心肺蘇生法

　・異物除去要領・止血法・外傷の手当法（骨折、熱傷）

　・傷病者体位管理・傷病者搬送法

※実技訓練が主となりますので動きやすい服装

●対象者　中学生以上であればどなたでも参加できます

●講習会場　上小阿仁村生涯学習センター

●申込期限　８月31日（火）定員30名になりしだい締め切

　　　　　　ります。当日の昼食は各自で用意。

◎申し込み・お問い合わせ

　　　鷹巣阿仁広域消防本部　　　６２－１１１９�

上級救命講習会開催
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上乗せ居宅介護サービス給付費の
　　　　　　負担割合が変わります
上乗せ居宅介護サービス給付費の
　　　　　　負担割合が変わります

　介護保険制度では、要介護状態に応じて居宅介護サービスを利用できる一定の限度額（区分支給限度基

準額）が定められています。利用者がこの限度額を超えてサービスを利用した場合、本来は保険給付対象

外として全額が利用者自己負担となりますが、鷹巣町ではその限度額を超えた部分について、利用者が１

割、町が９割を負担してきました。

　しかし、年々給付額が増えており、町の財政が厳しい状況にあるため、この負担率について、平成16

年９月のサービス利用分から、利用者の負担割合を３割、町の負担割合を７割に変更します。

　なお、平成17年４月利用分からは、限度額を超えた部分について、全額を利用者の負担とする予定で

すので、ご理解とご協力をお願いします。

上
乗
せ

　

サ
ー
ビ
ス

法
定
内
サ
ー
ビ
ス

自己負担（１割）
自己負担（３割）

自己負担（10割）

自己負担（１割） 自己負担（１割） 自己負担（１割）

町負担（９割）
町負担（７割）

保険給付（９割） 保険給付（９割） 保険給付（９割）

現　在 H16.９利用分～ H17.４利用分～

◎お問い合わせ

　介護保険係

�����　６２－１１１１

児童手当の支給対象年齢が引き上げられます児童手当の支給対象年齢が引き上げられます
　児童手当の支給対象年齢は、これまでの「義務教育就学前」（６歳到達後の最初の年度末）までから「小

学校第３学年修了」（９歳到達後最初の年度末）までに延長となりました。

　現在お子さんが小学校２・３年生の方は、新たに手続きが必要となります。該当者

の方には既に関係書類を送付してますが、送付漏れがありましたら、福祉係で手続きをして下さい。

※公務員の方は勤務先での手続きとなります。

●提 出 期 限　９月30日（木）まで。この期間までに請求した方は、４月分にさかのぼっての手当支給

　　　　　　　　となります。10月１日以降の請求になると、請求月の翌月分からの支給となります。

●提出する書類　①認定請求の場合（新２・３年生のみ該当となる世帯）

　　　　　　　　　・国民年金に加入している方…………認定請求書のみ

　　　　　　　　　・国民年金以外に加入している方……認定請求書と年金加入証明書

　　　　　　　　※次に該当する方は、上記以外に必要な書類がありますので一緒に提出して下さい。

　　　　　　　　　・平成16年１月１日以降に鷹巣町に転入してきた方は平成16年度児童手当用所得証明

　　　　　　　　　　書（前住所地の市区町村役場から）

　　　　　　　　　・お子さんと別の住所に住んでいる方はお子さんの住民票（お子さんの住民票がある市

　　　　　　　　　　区町村役場から）

　　　　　　　　②額改定請求の場合（現在児童手当を受給していて、

　　　　　　　　　さらに新２・３年生がいる世帯）

　　　　　　　　　・額改定請求書

●提 出 先　役場福祉保健サービス課　福祉係

（注）所得が一定額以上の場合、児童手当が支給されない場合があります。

◎お問い合わせ

　　福祉係

�����　６２－１１１１
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８・１（日）ジュニアピアノコンクール� 9：00～

　　　　　　　入場対象は関係者のみです　　　

８・５（木）映画「ハリ－ポッタ－とアズカバンの囚人」

　　　　　　入場料：大人　1,500（割引1,300）　

　　　　　　学生1,200（割引1,000）�幼小中1,000（割引800）

　　　　　　①10：30～②13：10～③15：50～④18：30～

８・６（金）映画「ハリ－ポッタ－とアズカバンの囚人」

　　　　　　入場料、上映時間は５日に同じ

８・７（土）スプリング・フォー� 18：30～

　　　　　　サマーチャリティーコンサート

　　　　　　入場料：1，000円　

８・15（日）平成16年度鷹巣町成人式� 14：00～

８・28（土）加登萌々子バイオリンリサイタル

　　　　　　入場無料　� 15：00～

【８月のロビー展】鷹画会

８・６（金）行政相談               � 10：00～15：00

８・７（土）縄文土器作りに挑戦しませんか?

　　　　　　「粘土煉り及び土器の製作」

     � �  13：30～16：00

８・20（金）第14回「ひまわりコンクール」審査会

８・21～22（土・日）� 9：00～17：00

　　　　　　「ひまわりコンクール」一般公開    

８・21（土）縄文土器作りに挑戦しませんか?

　　　　　　「粘土煉り及び土器の製作」

� � 13：30～16：00

スポーツ　　　 　６２‐３８００ ファルコン　　 　６２‐３３１１

中央公民館　　 　６２‐１１３０

８・１（日）第50回鷹巣町職場野球　中央公園野球場

８・５（日）・16日（月）・17日（火）

　　　　　　第28回全県選抜高校女子ソフトボール大会

米代河川緑地広場

８・７（土）鷹巣町陸上選手権大会� 陸上競技場

８・21（土）・22（日）第35回おはよう野球北秋田大会

中央公園野球場

８・22（日）町民体育祭� 陸上競技場

４・１１・１５・１８・２５ 日は休館日です

開館時間　月・火・木・金　９：００ ～１８：３０

（休館日を除く）　土・日　　　　　９：００ ～１７：００

「ひまわりの家」からのお知らせ
●休 館 日　２日、９日、16日、23日、30日

●営業時間　８：３０～１９：００

【夏休み親子工作教室】　材料代無料

　日　　時　８月15日（日）・22日（日）9：30～15：30

　　　　　　　　　　　ひまわりの家　　７８－４０２５

※ボランティアの方々の協力で１時間半時間延長しています。

　図書館では、町の予算書など行政関係の資料

も閲覧できますので、どうぞご活用ください。

＜例＞　予算書、決算書、町議会会議録

　　　　鷹巣阿仁合併協議会資料

　　　　統計関係資料ほか

行政関係資料のご活用について

●テーマ　　「みんなで広げよう歌声の輪」

●日　時　　９月17日（金）18：30～20：30

●場　所　　鷹巣町中央公民館　ホール

●会　費　　300円（申込み時に納入）

●申込期間　８月２日（月）～９月７日（火）まで

　　　　　　定員200名で締切り。土日可。

◎申し込み・お問い合わせ

　　　　　鷹巣町中央公民館　　　　６２－１１３０

第５回「思い出の歌喫茶ひまわり」

　プールの中でエアロビクスを中心とした運動を

行い、筋力アップ、体脂肪燃焼を図ってみません

か。適度な運動を行うことでストレスの解消にも

つながります。

●期　日　①、②回は終了しました。

　　　　　③８月３日（火）、④８月10日（火）

　　　　　⑤８月18日（水）、⑥８月25日（水）

　　　　　⑦９月７日（火）、⑧９月14日（火）

　　　　　⑨10月12日（火）

●場　所　鷹巣町町民プール　

●時　間　10：00～11：00　　

●持　参　水着、水泳帽子、バスタオルなど

●参加料　１回　３００円

●募集人員　30名程度　随時受付します

◎申し込み・お問い合わせ

　　　　鷹巣体育館　�　　６２－３８００

アクアビクス教室2004開催アクアビクス教室2004開催

どなたでも
参加は自由です
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●日時　10月６日（水）～７日（木）の２日間

●会場　大館市立中央公民館

●受講料　4，000円

●申込期間　９月15日（水）まで

◎申し込み・お問い合わせ

� 　 鷹巣阿仁広域消防本部　　　６２－１１１９

　ＮＴＴ東日本秋田支店では、８月中に、新しい電話

帳を各ご家庭、事業所へお届けする予定です。その際、

現在使用している電話帳とお取り替えいたしますので、

配達員へお渡しください。

　配達員に渡せなかった方は、後日回収に伺いますの

で、ご連絡ください。

◎お問い合わせ　

　　　タウンページセンター　　０１２０－５０６－３０９

●応募資格　大館能代空港圏域21市町村の小・中学生

で、１人１点のみの応募です。

●応募方法　応募票に標語、学校名、学年、氏名を明

記してください。

●応募締切　８月31日（火）

●発表・表彰　９月中旬に大館能代空港で開催予定の

　「空の日記念イベント」で発表し表彰

　します。

●応募先・お問い合わせ

　　　大館市観光物産課�����　０１８６－４９－３１１１

　　

　町では、下水道事業、農業集落排水事業の区域外の

方々を対象に、浄化槽設置整備事業で快適な生活環境

づくりを進めています。

　補助金額については、設置される家の延べ床面積に

よって異なりますが、おおよその目安として、

　・５人槽（延べ床面積160㎡以下）375，000円

　・７人槽（延べ床面積160㎡超）　438，000円

　・10人槽（２世帯住宅）� �　　 555，000円

●申込期間　８月16日（月）～31日（火）

　　　　　（申込者多数の場合は抽選）　

◎申し込み・お問い合わせ�

　住民サービス課環境リサイクル係　　６２－１１１１

　

おしらせ 募　集

利用促進 標語を募集しています

電話帳を配達・回収します

大館能代空港

募　集

合併処理浄化槽を設置しませんか

甲種防火管理者の資格を与える講習会

ＮＴＴ東日本発行の

　昭和49年10月、鷹巣小学校が創立100周を迎え、

記念事業としてタイムカプセルを埋設しました。埋

設から30年が経過したことから、この事業に関わ

った当時の在校生が実行委員会を組織し、この夏、

カプセルを掘り起こし開封します。

　実行委員会では、開封にあたり出来るだけ多くの

卒業生や一般の方に参加してもらおうと呼びかけを

しています。また、カプセル開封後、昭和50年３

月から昭和55年３月の卒業生で懇親会（合同同窓会）

を開催しますので、ご家族から町外に居る方々にご

連絡いただけるようお願いいたします。 

●日時　８月15日（日）14：00～

●場所　旧鷹巣小学校校庭

　　　　（現鷹巣町保健センター）

　　　　ホテル松鶴（合同同窓会）会費5，000円

●申込期限　８月６日（金）まで連絡願います

◎学年別連絡先

１年生　　　　　　　木村　尚樹� 　　６２―２７１３

（昭和42・43年生）　雁野由美子（佐藤）６２―１３７２

２年生　　　　　　　西島　菊男　　　　６２―２５３５

（昭和41・42年生）　小塚留紀子（簾内）６２―２４０８

３年生　　　　　　　金澤　誠　　　　　６２―４１２９

（昭和40・41年生）　近藤　育子　　　　６２―９５６２

４年生　　　　　　　伊藤源一郎　　　　６２―０３５２

（昭和39・40年生）　菅原久美子　　　　６２―４５１１

５年生　　　　　　　三浦　広成　　　　６３―００７０

（昭和38・39年生）　千葉　美幸　　　　６２―１６２３

６年生　　　　　　　和田　清彦　　　　６２―１６２１

（昭和37・38年生）　武藤　歓奈（小林）６３―２２２６

30年前に埋めたタイムカプセルを開封します

おしらせ

　ハローワーク鷹巣では、８月中を「Ａターン就職

促進月間」とし月間中「Ａターン相談窓口」を設置

します。

　夏休み等で帰省する方の県内就職のニーズに応え

るため実施するもので、Ａターン登録制度の説明・

受付、管内の雇用状況の説明及び職業相談を行いま

す。　

　また、管内の求人情報も提供し、必要に応じて事

業所との面接の機会を図ります。

◎お問い合わせ　　　　　　　　　　　　

　　　　　ハローワーク鷹巣　　　　６０－１５８６
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●日時　８月21日（土）～12月28日（火）頃

　　　　講義は土日８月21日（土）～10月16日（土）

　　　　実習は平日10月18日（月）～12月28日（日）

●場所　県立合川高校

●対象　県北地区の母子・寡婦

　　　　定員20名（応募多数の場合は抽選）

●申込期限　８月６日（金）

●費用　5，000円（テキスト代の一部）

※インフルエンザ予防接種料金は自費となります。

◎申し込み・お問い合わせ

　　　福祉保健サービス課福祉係　 　６２－１１１１

　税関では戦後、海外から引揚げて来られた方々から

お預かりした未返還の保管証券類をお返ししています。

　返還の請求は本人だけでなくご家族の方でもできま

すので、最寄りの税関までお問い合わせください。

●終戦後、外地からの引揚げ者が、上陸地の税関・海

　運局に預けた通貨・証券。

●帰国後に樺太（真岡、大泊、豊栄、留多加など）、

　満州（瀋陽、吉林、撫順、鞍山など）にあった在外

　公館、日本人自治会に預けた通貨・証券等のうち日

　本に返還されたもの。

※税関が保管している通貨・証券類には、携帯輸入が

禁止された「上陸港扱いの保管物件」と、外地からの

引き揚げの際、在外公館又は日本人自治会へ寄託され、

最終的に税関に移管された「外地扱いの保管物件」が

あります。

◎お問い合わせ

　　　秋田船川税関支署　 　０１８－８４５－０７３５

おしらせ

募　集

町営住宅の入居者を募集します

ホームヘルパー養成研修２級課程
●実施期間　８月30日（月）～９月10日（金）

●場　　所　北欧の杜公園（合川町）

●内　　容　庭園、園芸の基礎知識及び庭木の剪定、

　　　　　　生垣など管理にかかる講習

●定　　員　20名　定員になり次第締め切ります　

●費　　用　無料

●申込期限　８月29日（日）

◎申し込み・お問い合わせ

　　　　ハローワーク鷹巣　　　　　　６０－１５８６

　　　　シルバー人材センター　　　　６２－５１５１

●日程　経 験 者　９月４日（土）９：00～18：00

　　　　　　　　　９月11日（土）９：00～17：00

　　　　未経験者　９月５日（日）９：00～18：00

　　　　　　　　　９月11日（土）９：00～17：00

※経験者は、観光案内人、ガイド、自然保護活動等

●場所　阿仁町体験実習館、奥森吉野外活動センター

●定員　経験者、未経験者各20名（申込順）

●応募期間　８月５日（木）～25日（水）まで

●参加費　無料（会場までの交通費、食事代等は自費）

●研修内容　９月４、５日　

　　　　　　森吉山の新しい観光資源発掘

　　　　　　９月11日

　　　　　　観光資源の再整理

　　　　　　プログラムづくりなど

◎申し込み・お問い合わせ

　　　　県地域企画課　　　　６２－１２５１

　　　　　　　　　　　ＦＡＸ６３－０４９６

おしらせ

造園講習会を開催します

募　集

自然体験ツーリズム実践研修開催

森吉山型

戦後外地から引揚げてこられた方々へ

　南鷹巣団地（簡易耐火造２階建・２ＤＫ）　　４戸

●入居資格　住宅に困窮していることが明らかで、

　　　　　　収入基準（通常は月額20万円以下）

　　　　　　に該当する方。

●家　　賃　月額１０，５００円～２２，９００円

（入居世帯の人員、所得等により月額家賃を算定）

●敷　　金　家賃の３カ月分

●受付期間　８月３日（火）～８月16日（月）

　　　　　　（土、日は除く）

◎お問い合わせ     

　　　    建設課都市整備係�   　　６２－１１１１

町営住宅の入居者を募集します行政相談所を開設行政相談所を開設

　私たちのくらしは、行政と深くかかわっています。

役所の仕事について、「説明に納得がいかない」「処

理がおかしい」「どうしたらいいのかわからない」

といった苦情や要望を皆さんからお聞きし秋田行政

評価事務所と協力してその解決を促進します。

　相談は無料で、秘密は厳守しますので、気軽にご

相談ください。

●日時：８月６日（水）　10：00～15：00

●場所：鷹巣町中央公民館　１階研修室

◎あなたのまちの行政相談委員

　　　　　　　　����近　藤　榮　一　　62－2110



彰彦

英利

 渉�

 真�

 誠�

義彦

郁也

　広報たかのす　16．8．115

慶 弔 だ よ り
7月1日～15日まで届出分・一部敬称略

お誕生おめでとう
　　　　ございます

おくやみ申し上げます
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橋 本 京 香 �
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54
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税 の納期限

８月31日まで

町 県 民 税 第２期
国民健康保険税 第２期

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

曜

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

電話番号

62－1146

62－1420

63－0105

62－1101

62－1267

62－1123

62－1155

62－1455

62－1210

62－1400

62－2882

69－5300

62－1455

62－1455

62－1455

62－2261

医 療 機 関 名

奈 良 医 院

佐藤外科消化器科医院

佐 々 木 産 婦 人 科 医 院

盛 岡 外 科 医 院

と し ま 医 院

戸 嶋 産 婦 人 科 医 院

近 藤 医 院

北 秋 中 央 病 院

鷹 巣 病 院

石 川 耳 鼻 咽 喉 科 医 院

藤 原 医 院

毛利整形外科クリニック

北 秋 中 央 病 院

北 秋 中 央 病 院

北 秋 中 央 病 院

津 谷 内 科
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（午後６：３０～９：００）

人口と世帯数
６月３０日現在

住民基本台帳による

　総人口　21,473人（ 14人減）

　　男　　10,179人（ ２人増）

　　女　　11,294人（ 16人減）

　 出生 　９人　転入　 40人

　 死亡 　24人　転出　 39人

　世帯数� 7,670世帯（４世帯増）

前月比

   葵�　

 マミ�

由紀子

 弥生�

 文子�

   恵�　

美夕紀

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

●今年度の成人式該当者

 昭和58年4月2日～昭和59年4月1日生まれの方 

●日　時

 平成16年8月15日（日）13時20分から受付 

●会　場

 たかのす風土館（ファルコン） 

●日　程

　記念式典　　　　14時00分～※

　アトラクション　14時40分～ 　

　記念撮影　　　　15時40分～ 　　

　祝賀パーティー　16時10分～（会費1,000円）

 ※式典には開始10分前までにおいでください。

【通知について】

　該当者の方々には、７月15日に、ご案内と出欠確認の

通知を郵送いたしました。また、鷹巣町の小中学校を卒

業、あるいは在籍されていた方で、現在町外に住んでい

る方も参加できますので、通知が届かなかった場合、参

加される方は直接、またはご家族を通じ、下記までご連

絡をお願いいたします。

 
●申し込み・お問合せ
　鷹巣町教育委員会 生涯学習振興課 
　��������������������������　０１８６－６２－１１１１ 

 鷹巣町「成人式」のご案内です

平成16年度
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通
巻
1
0
1
4
号

　種　　目

●ジャンケン大会　　　　●グランドボール競走

●ラケットボールリレー　●アメ食い競走

●なかよし宝さがし　　　●低学年徒競争

●水溜競争　　　　　　　●燃える戦いザ・リレー

●綱引き大会　　　　　　●ミニ駅伝競走（６区間）　

●婦団連マスゲーム　　　

町 民 体 育 祭町 民 体 育 祭
期日　8／22（日）
時間　競技開始8：20～12：00

会場　鷹巣陸上競技場

※雨天中止、小雨決行

第４２回

実施の場合は午前６時にノロシを打ち上げます。

また、中止の場合は午前６時３０分に各地区の監

督あて電話で中止の連絡をする予定です。

●お問い合わせ　鷹巣体育館　　62-3800

町 民  盆 おどり 大 会町 民  盆 おどり 大 会

●開催日 ８/１４（土）・１５（日）

●時　間　午後７：００から９：３０まで

●会　場　銀座通り（秋田銀行前～衛生堂前）

◎お問い合わせ

　　  鷹巣町観光協会　　　６２－１８５０ 石川

豪華賞品が盛りだくさんです。ふるってご参加ください。

第４８回

■鷹巣盆踊りの由来■
　慶応年間（1865～）のころ、鷹巣村の商店主たちが豊作を祝い、商売繁盛を祈願し
て踊ったのが始まりといわれています。最盛期は明治末期から大正の中ごろまでで、
その後一時中断していたものの、昭和40年ごろから再び盛んになり、現在に至ってい
ます。（鷹巣町史より）


